
事業概要 【電子黒板の活用による誰一人取り残さない学びの推進事業】

自治体名 愛知県岡崎市 人口 382,906人 事業費 34,389千円

事業概要

本市ではこれまで、段階的に小中学校の教室への電子黒板の整備を進め、子供たちの学びの充実を図ってきた。
電子黒板による視覚的な情報提示や、一人一台端末と連携した情報交流により、わかりやすく、参加しやすい授
業づくりが推進されている。本事業で、現在整備されていない小学1年生の教室にも電子黒板（119台）を導入
することで、義務教育のスタートとなる学年の子供たちへの授業の幅を広げ、効果の拡充を目指す。

具体
サービス

誰一人取り残さない学びの実現に向けて、義務教
育のスタート段階にある小学1年生の教室に電子黒
板を導入する。電子黒板を、様々な情報やデジタル
教材と子供たちをつなげる「学びのインターフェイス」と
して利用することで、授業改善や個別最適な学び、
教育DXを推進し、子供たちの豊かな学びを支援する。
小学1年生の児童に対して、特に効果を期待する
電子黒板の活用場面として、以下の2点を想定する。
・様々な情報を適切に組み合わせた教材の提示
映像情報、文字情報、聴覚情報等の情報を授業
で適切に組み合わせて提示することにより、子供たち
の多様性に応じ、誰にもわかりやすい学びを提供する。
・心や教室の壁を越えるコミュニケーションの促進
大画面で美しく動きのある教材や資料を、学級全
体で視聴したり、遠隔地にいる講師のライブ授業をオ
ンラインで受講するオンラインセミナーに参加したりして、
仲間と心合わせて学習に取り組むことにより、子供た
ちの社会性の成⾧を促す。

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
① 電子黒板を利用した授業の実施数
② 低学年向けオンラインセミナーの参加児童数

【アウトカム指標（成果指標）】
① 「授業が楽しい・わかりやすい」と感じる子供の割合
の増加
② 全市規模で実施するオンラインセミナーの満足度



推進体制

 庁内の推進体制

名称 名称 役割

事業実施責任者 副市⾧
教育⾧ • 事業実施責任者

事業担当課 教育委員会
教育政策課

• 事業全体のマネージメント・進捗管理
• 申請事業に係る整備を所管

連携部署 教育委員会
学校指導課

• 学校への指導、活用促進
• 教員研修、授業改善

連携部署 教育委員会
社会教育課 • 自作ビデオ教材配信システムの構築

連携部署
企画課
広報課
デジタル推進課

• 関係するステークホルダーとの調整
• 市民向けの周知・広報
• 企画に対する助言、関係機関との連絡調整

【各課室の役割】
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企画課

教育委員会事務局

教育委員

総合教育会議

デジタル推進課

広報課

副市⾧

学校指導課

市民
事業実施責任者

連携部署

連携部署

連携部署

連携部署

小学1年生（約3,000名）
社会教育課

（岡崎市視聴覚
ライブラリー）

連携部署

教育政策課
担当課

市内小学校（計47校）

教育⾧
事業実施責任者



推進体制

 事業推進体制

名称 役割

岡崎市
教育委員会

• 事業計画の立案
• 事業全般の管理・統括

ICT教育
推進委員会

• 学校現場との調整・運用方針の策定
• 低学年向けオンラインセミナーの企画・運営

愛知教育大学 • 連携協定・共同研究契約の締結
• 教員研修に関する連携・支援

リコージャパン
株式会社

• GIGAスクール運営支援センター業務委託
• ICT教育コンサルタント業務

名称 役割

教育産業
株式会社

• 運用保守業務委託契約
• 機器整備業務委託契約
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岡崎市
岡崎市教育員会

愛知教育大学

リコージャパン
株式会社 教育産業株式会社ICT教育推進委員会

（事業推進体制）

委託契約

市内小学校（計47校）
小学1年生（約3,000人）

参画済連携協定
共同研究

委嘱

GIGAスクール運営支援センター

連携 連携

運用保守活用支援方針策定

参画済参画済

教育産業株式会社連携
参画済

機器納入

参画済


